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第３章 健康分野ごとの課題 

１ 健康管理 

（１）改善が必要な課題 

○各計画の最終評価において改善がみられず，今後も取り組むべき課題 

・結核・肺がん検診受診率（37.2％⇒男性 24.1％ 女性 23.5％ 策定時より悪化） 

・胃がん検診受診率（19.7％⇒男性 15.0％ 女性 14.7％ 策定時より悪化） 

 

○既存データ及びアンケート結果からみた課題 

特定健康診査の結果から，動脈硬化による脳血管疾患及び糖尿病性腎症発症の危険

因子である「HbA1c」と「LDL コレステロール」の血液データが基準値以上の方が

多く，女性の脳血管疾患の標準化死亡比が全国より高いなど，糖尿病性腎症重症化や

脳梗塞・脳出血・心筋梗塞等の生命の危険を招く疾病にかかるリスクの高い方が増加

しています。 

さらに，受診者の固定化（新規受診者が少ない），子宮がん，大腸がん検診の精密検

査の受診率や特定保健指導の利用率が低く，健診結果を受けての医療機関受診や生活

習慣改善につながっていない，若い世代の乳がん死亡が多い等の課題があります。 

また，近年の晩婚化や不妊治療の普及により３５歳以上の高齢出産が増加していま

す。高齢での出産は妊娠高血圧や低体重児出産のリスクが高いことから，より定期的

な妊婦健康診査の受診により妊娠中の健康管理を行うことが重要です。しかし妊婦健

康診査の受診率が岡山県全体と比較しても低い状況となっています。 
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２ 食育 

 

（１）改善が必要な課題 

○各計画の最終評価において改善が見られず，今後も取り組むべき課題 

・毎日家族や友人と食事をする人の割合 

（男性 56.0％⇒55.3％ 策定時より悪化） 

・緑黄色野菜を毎日とる人の割合 

（男性 18.2％女性 18.8％⇒男性 17.3％女性 17.4％ 策定時より悪化） 

・「食育」という言葉を内容も含めて知っている人の割合 

（就学前 62.5％⇒58.1％ 中間評価時より悪化） 

・家庭で学校給食の献立や昼食時間の様子などの話を週に 1回はする人の割合 

（小学生 71.3％⇒70.7％ 中学生，高校生 36.0％⇒32.8％，28.1％ 中間評価 

 時より悪化） 

・野菜（一品以上）を一日 3食食べる人の割合 

（小学校 32.3％⇒23.6％ 中間評価時より悪化） 

・肥満被患率 

（中学生 3.6％⇒9.1％ 策定時より悪化） 

 

○既存データ及びアンケート結果からみた課題 

国と比べて「HbA1c」と「LDL コレステロール」の血液データが基準値以上の人

が多くみられます。成人の肥満者の割合は減少していますが，性別にみると男性は女

性に比べて肥満の割合が依然として高い状況です。 

毎日野菜を必要量摂取できている割合が低く，食事や運動を含む生活習慣の改善，

肥満予防と合わせて，野菜摂取を促す施策が求められます。 

また，家族や仲間と食事の時間や場所を共有することは，食事面や健康面の良好さ，

食事の楽しさや食欲に影響を与えることがあるため，食事を通した交流や体験の減少

は，コミュニケーション能力の低下や心の不安定さにつながることが懸念されます。 
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３ 身体活動・運動 

（１）改善が必要な課題 

○各計画の最終評価において改善が見られず，今後も取り組むべき課題 

・一日 30分以上の軽い汗をかく運動を，週 2回以上 1年以上実施している人の割合 

（女性 32.7％⇒24.4％ 策定時より悪化） 

・日常生活において歩行又は同等の身体活動を一日 1時間以上実施している人の割合 

（男性 77.8％⇒37.5％ 女性 77.8％⇒29.7％ 策定時より悪化） 

 

○既存データ及びアンケート結果からみた課題 

女性の要介護認定の原因疾患の中で，筋骨格結合組織疾患（骨及び運動器疾患）や骨 

折が４割を占めていますが，ロコモティブシンドロームという言葉を知っている人や 

運動習慣がある人や１日１時間以上意識的に体を動かしている人の割合が低い状況で 

す。運動する時間が確保しにくい方へは，歩く機会を増やすなど身体活動量の増加を 

進めていく必要があります。身体活動の増加と筋力アップの重要性を周知する取り組 

みが必要です。  

 

４ 休養・こころの健康 

（１）改善が必要な課題 

○各計画の最終評価において改善が見られず，今後も取り組むべき課題 

・日常生活の中で，不満，悩み，ストレスを解消できている人の割合 

（男性 77.6％⇒71.0％ 女性 76.0％⇒72.6% 策定時より悪化） 

・相談にのってくれる人がいる人の割合 

（男性 80.3％⇒67.4％ 女性 90.8％⇒83.9％ 策定時より悪化） 

  ・児童虐待に関する相談件数（7件⇒111件 策定時より悪化） 

 

○既存データ及びアンケート結果からみた課題 

毎日の睡眠で疲れがとれている人は５割いますが，20～40代男性，30～40代女

性は少なくなっています。日常生活の中で，不満，悩み，ストレスを解消できない人

も増加しており，特に３０代男性，４０代女性に多くなっています。 

本市の自殺率は，全国よりは少なく岡山県全体よりは高い状況です。相談する相手

がいない人の割合が増え，子育てにおいても，夫婦関係や家族関係，育児困難感で強

いストレスを感じている母親が増加しています。 

自殺のサインに気づくことができる支援者の増加や相談できる場の整備等，心の

SOSを見逃さない支援体制の構築が求められます。 
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５ 飲酒・たばこ 

（１）改善が必要な課題 

○各計画の最終評価において改善が見られず，今後も取り組むべき課題 

・アルコールを毎日飲む人の割合 

（男性 35.8％⇒37.4％ 女性 5.9％⇒7.5％ 策定時より悪化） 

・多量飲酒者の増加（2合以上） 

（男性 7.9％⇒21.3％ 女性 1.6％⇒6.3％ 策定時より悪化） 

 

○既存データ及びアンケート結果からみた課題 

妊娠中の妊婦の喫煙率・飲酒率は 5％以下ですが，ゼロではなく，胎児への影響が

懸念されます。 

また，乳幼児の親の喫煙割合は，母親の 1割未満に比べると父親は 4割と高い状況

で受動喫煙の影響が懸念されます。禁煙・完全分煙施設は市内に 73 施設あり公共施

設，医療機関を中心に一般の事業所にも広がってきています。 

そして，男女とも多量飲酒者の割合が増えており，過度の飲酒を長く続けていると，

肝障害やがんなどの病気を引き起こすリスクが高まります。メンタルヘルスの問題と

も関連があり多量飲酒者への積極的なアプローチが必要です。 

 

 

 

６ 歯と口腔の健康 

（１）改善が必要な課題 

○各計画の最終評価において，歯科保健の項目は改善していました。 

 

○既存データ及びアンケート結果からみた課題 

  １歳６か月児のむし歯有病率は，年々微増しています。また，３歳児のむし歯有病

率は，岡山県よりも低い状況ですが，平成２４年度は全国平均値を上回っています。   

成人でかかりつけ医を持っている人は 7割いますが，定期検診を受けている人は 4

割弱と少ない状況にあります。 

いつまでも自分の歯でおいしく食べるために，子どもの頃からの歯磨き習慣の定着

に加え，歯科検診を定期的に受けるといった予防意識の向上と行動化に向けた取り組

みが必要です。 
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７ 地域で支え合う健康づくり 

（１）改善が必要な課題 

健康な人々が多く医療費の少ない地域には「良いコミュニティ」があると言われてい

ます。地域のつながり（ソーシャルキャピタル）が豊かな社会ほど，一般的に住民の孤

立化は避けられ，普段から互いの健康状態を意識し合うことができます。 

健康づくりを目的とした活動に主体的に関わっている市民や団体・施設等の割合を増

やし，支援の必要な方を地域で見守り，支えていける機能を強化するために支援のネッ

トワークづくりやソーシャルキャピタルを強化する必要があります。 

積極的に育児をしている乳幼児の父親の割合が，５割未満であり，県や国の割合と比

較しても低い傾向にあります。 

また，乳幼児の不慮の事故防止につながる親の取り組みが，県や国の割合と比較して

低い傾向にあり，不慮の事故を予防するための啓発がさらに重要です。 


